
第３章　諸手当

○中濃地域広域行政事務組合職員の特殊勤務手当に関する条例

（昭和４８年３月２７日中濃地域広域行政事務組合条例第２号）

改正　昭和４９年３月２９日　条例第１号
　　　　　　昭和５０年５月３１日　条例第１号

　　　　　　昭和５２年３月２９日　条例第１号

　　　　　　昭和６１年３月２６日　条例第１号

　　　　　　平成　７年３月３１日　条例第２号

　　　　　　平成１５年３月２８日　条例第１号
　（目的）

第１条　この条例は、中濃地域広域行政事務組合職員の給与に関する条例（昭和４７年中濃地域広域行政事務組合条例第７号）第２条において準用する関市職員の給与に関する条例（昭和３３年関市条例第２０号）第１４条の規定に基づき本組合職員の特殊勤務手当に関する事項を定めることを目的とする。

　（特殊勤務手当の種類及び額）

第２条　特殊勤務手当の種類は、次の各号に掲げるとおりとし、その額は、当該各号の下欄に掲げる額の範囲内で管理者が定める。

（１）不快手当　月額２万円（日額で定めるときは１，０００円）

　（２）特殊手当　月額１万円（日額で定めるときは５００円）

　（支給方法）

第３条　特殊勤務手当の支給方法は、給料等の支給方法の例により支給する。

　（委任）

第４条　この条例の施行について必要な事項は、管理者が定める。

　　　附　則

　この条例は、昭和４８年４月１日から施行する。

　　　附　則（昭和４９年３月２９日条例第１号）

　この条例は、昭和４９年４月１日から施行する。

　　　附　則（昭和５０年５月３１日条例第１号）
　この条例は、昭和５０年６月１日から施行する。

　　　附　則（昭和５２年３月２９日条例第１号）

　この条例は、昭和５２年４月１日から施行する。

　　　附　則（昭和６１年３月２６日条例第１号）

　この条例は、昭和６１年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成７年３月３１日条例第２号）

　この条例は、平成７年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成１５年３月２８日条例第１号）

　この条例は、平成１５年４月１から施行する。
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